
私は高３になってから、世界史選択の友人

と穴埋めプリントを作り教え合いながら解く、

ということを毎日ようにしていました。そのお

かげで共通テスト本番では目標の点数を取

ることができました。またその友人は、自分で

立てた計画をきちんと実行でき、東進のシス

テムをフル活用するお手本のような人だった

ので、学校でも塾でも私は常に刺激をもらう

ことができました。その友人なしには志望校

合格はありえなかったと思います。後輩のみ

なさんも塾のつながりを生かして、ぜひ一緒

に頑張れる友人を見つけてください。

高１の頃から本番レベルの東進模試を受けること

は、自分の実力の確認や苦手分野の洗い出しだけ

でなく、形式に慣れるという点でもとても役に立ちま

した。形式に慣れていないと、実力があっても思うよ

うに点数が取れなかったり、時間配分がうまくいかな

かったりします。東進生は、高３になってから本格的

にマーク演習を始める人たちとは異なり、模試に慣

れることに時間を割く必要がないので、自分の強化

すべき分野に集中して取り組むことができ有利だっ

たと思います。

私は東進に入学した当初（中３）から高２ま

で、今井先生の講座を受講していました。D
組、C組では文法の基礎を学び、問題演習を

通して何度も同じような形式を繰り返すうち

に、しっかりと文法を定着させることができま

した。B組では長文読解に取り組み、一文ず

つ丁寧に読む作業を通して、文構造をきちん

と理解する大切さとそのコツをつかむことが

できました。今井先生の授業はいつも面白く

てわかりやすく、楽しんで継続することができ

ました。英語が苦手な人にもおすすめの講座

だと思います。
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